
　地震・津波や武力攻撃などの災害が発生したときに、全国瞬時警報システム（Jアラート）から送られ
てくる国からの緊急情報を、防災行政無線を通じてみなさんに確実に伝達するため、全国一斉に情報
伝達訓練を行います。
※災害などとお間違いのないよう、ご注意ください。
放送内容　「これはJアラートのテストです」×3回＋「こちらは防災よこしばひかりです」＋チャイム
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②
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防災行政無線による全国一斉情報伝達訓練

③
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●�携帯用無線機、携帯ラジオ、消火器、バケツ、
防水シート、土のう、リヤカー、担架、救急セッ
ト、シート、ロープ、ヘルメット、可搬式発
電機、投光器、炊飯設備、組立テント、非常
食、毛布、くみ上げ式ポンプ等
●�防災備蓄倉庫の購入設置費や既存施設を防災
備蓄倉庫として使用するための改修費

災
害
に
備
え
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す

　町では、毎年9月に住民や関係機関などと合同で防災訓練を実施しています。
　今年度は、地震を想定した住民参加型の訓練と防災講演を実施しますので、避難先や避難経路
の確認、防災意識の向上などを図るため、ご家族みなさんで防災訓練に参加をお願いします。
※訓練当日は、早朝からサイレン等を鳴らしますので、災害などとお間違いのないよう、ご注意ください。
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POINT5

補助対象となる資機材等の例

自分のこと地域のこと特集 防災を考える

想定　震度6強の地震発生
　　　（地震発生（訓練開始）を、防災行政無線でお知らせします。）
※�シェイクアウト訓練とは、住民等が一斉参加し、指定された
日時に統一した安全行動を行う防災訓練です。
※�揺れが収まるまでの間に「身を守るための3つの安全行動」を
素早くとれるようにしましょう。
※�それぞれのご自宅や職場、外出先などで地震から「身を守るた
めの3つの安全行動」を約1分間行ってください。

【身を守るための3つの安全行動】

山武郡市合同シェイクアウト訓練を実施します
午前9時から1分間9

3 水

町防災訓練に参加をお願いします
午前7時～9

7 日

午前11時8
20 水
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